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1978年復旦大学外文系日本語専攻卒業。1994年東京大学大学院工学系研究科建
築専攻博士課程修了、同大学にて博士号（工学）取得。1996年同済大学副教授、
2003年同大学教授を経て、2017年上海杉達学院教授。2017年10月より国際日本文
化研究センター外国人研究員を併任。
専門分野は、日本中世建築史、庭園史。近著に『中国城池図録』（編訳、同済大学
出版社、2018 （原著書：石割平造編『支那城郭の概要』、支那派遣軍総司令部配布、1940））、
『図説日本建築史』（翻訳、南京大学出版社、2017 （原著書：藤井惠介・玉井哲雄著『建築
の歴史』、中央公論新社、2006））、『図説日本美術史』（共訳、生活・読書・新知三聯書
店、2016 （原著書：辻惟雄著『日本美術の歴史』、東京大学出版会、2005））などある。
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【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/

お問い合せ先　
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コメンテーター  井上 章一    日文研 教授
1980年京都大学大学院工学研究科建築学専攻修士課程修了。京都大学人文科学
研究所助手、1987年国際日本文化研究センター助教授、2002年より同教授。
専門分野は建築史、意匠論。現在の研究テーマは風俗、意匠など、目に見えるもの
をつうじた近代日本文化史の再構成。主な著書に『パンツが見える。――羞恥心の
現代史』（朝日新聞社、2002）、『日本に古代はあったのか』（角川学芸出版、2008）、
『伊勢神宮――魅惑の日本建築』（講談社、2009）、『京都ぎらい』（朝日新聞出版、
2015）、『京女の嘘（京都しあわせ倶楽部）』（PHP研究所、2017）などがある。

14:00～16:00第 3 2 1回 日文研フォーラム    2018 年 5月 8日（火）　

　講師  蔡 敦達　上海杉達学院（中国） 教授／日文研  外国人研究員 
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中
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五
山
で
は
、
禅
院
内
外
の
建
造
物
や
自
然
物

を
禅
宗
的
な
観
点
で
選
定
し
、
こ
れ
を「
境

致
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
場

合
、
十
の
重
要
な
も
の
を
選
ん
で「
十
境
」と

呼
び
ま
す
。こ
れ
が
や
が
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、

中
世
の
京
都
五
山
や
鎌
倉
五
山
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
日
本
の
五
山
に
お
け
る
境
致
の
選

定
は
、
禅
院
本
寺
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
院

と
も
言
え
る
塔
頭
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。こ
れ
は
、
境
致
選
定
の
日
本
的
展
開
で
あ

り
、
日
本
的
特
色
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

本
講
演
で
は
、
日
本
の
五
山
本
寺
に
よ
る

境
致
の
導
入
を
見
た
う
え
で
、
そ
の
よ
う
に
塔

頭
で
行
わ
れ
た
境
致
選
定
の
実
態
解
明
を
試

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 あ

き


